
 

 

都市計画道路 3・3・257 号瀬戸大府東海線の変更について（概要） 

 

都市計画道路３・３・２５７号瀬戸大府東海線は、瀬戸市陶本町から長久手市、日進市及び愛

知郡東郷町を経由して豊明市栄町本屋敷に至る幹線街路です。 

都市計画変更の対象となる区間は幡西町交差点から駒前橋を越えた付近までのおよそ 900ｍと

なります。 

都市計画変更の対象となる区間では、現道となる（主）瀬戸大府東海線に対して都市計画道路

がほぼ重複する形で計画されております。（主）瀬戸大府東海線の沿道は、住宅や小学校が立ち並

んでおり、現計画どおり都市計画道路の整備を進めた場合、４車線道路として中央分離帯が設置

されることから、土地利用に大幅な制約が生じることとなります。これら周辺土地利用に与える

影響を軽減する方策として、都市計画道路の線形を現道（主）瀬戸大府東海線と重複しないよう

東側に変更することで、現道を地域のための道路として活用し、沿道土地利用の利便性を確保し

ます。 

 

都市計画道路 3・3・257 号瀬戸大府東海線の変更計画図 

 

 

 

凡例 

変更前 変更後 
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総括図（瀬戸市）　　縮尺　1/20,000

3・3・257　瀬戸大府東海線

名古屋都市計画道路の変更（県決定）

・一部区間の区域変更（中心線形・幅員）

3・3・257　瀬戸大府東海線(県決定)
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計画図（瀬戸市）　　縮尺　1/2,500

3・3・257　瀬戸大府東海線

名古屋都市計画道路の変更（県決定）

縮尺1:2,500(A1)
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対　照

変更前 変更後
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名古屋都市計画道路の変更（愛知県決定） 
 

都市計画道路中３・３・257 号瀬戸大府東海線を次のように変更する。 

 

種別 

名  称 位    置 区 域 構             造 備 考 

番 号 路線名 起 点 終 点 
主 な 

経過地 
延 長 

構 造 

形 式 

車 線 

の 数 

幅 

員 

地表式の区間に

おける 

鉄道等との交差

の構造 

 

幹 
 

 
 

線 
 

 
 

街 
 

 
 

路 

３･３･257 
瀬戸大府

東海線 

瀬戸市
陶本町
１丁目 

豊明市
栄町元
屋敷 

瀬戸市

赤重町
日進市
本郷町

前田   

約 24,990m 地表式 ４車線 22ｍ 

愛知環状鉄道、東

部丘陵線、名鉄豊
田線及び名鉄名
古屋本線と立体

交差 
 
自動車専用道路

と立体交差２箇
所 
 

幹線街路第３環
状線、愛・地球博
記念公園線、国道

153 号バイパス
線、国道１号東線
及び名四国道線

と立体交差 
 
幹線街路と平面

交差 21 箇所 

 

車線の数の内訳 
２車線 約 3,910m 

  
４車線 約 21,080m 

その他 

なお、瀬戸市陶本町２丁目及び元町１丁目地内に尾張瀬戸駅前広場を設ける。 
面積約 
3,700 ㎡ 

なお、日進市栄二丁目地内に日進駅北駅前広場を設ける。 
面積約 
6,400 ㎡ 

なお、日進市栄一丁目地内に日進駅南駅前広場を設ける。 
面積約 
4,710 ㎡ 

「区域及び構造は計画図表示のとおり」 

 

 理由 

  沿道土地利用の利便性を確保するため、３・３・257 号瀬戸大府東海線の一部区間の線形及び区域

の変更を行うものである。 
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理 由 書 

（名古屋都市計画道路 ３・３・257 号瀬戸大府東海線） 

 

１．変更の概要 

 沿道土地利用の利便性を確保するため、３・３・257号瀬戸大府東海線の一部区間の線

形及び区域の変更を行うものである。 

 

【３・３・257号瀬戸大府東海線】 

変更の延長 ○ 約 900m 

変更内容 

○一部区間の線形及び区域を変更する。 

 新 旧 

一般部幅員 

（交差点部幅員） 

25m 

（28m） 

25m 

（28m） 
 

 

 

２．都市計画変更の理由とその内容 

（１）都市計画変更の理由 

 ３・３・257号瀬戸大府東海線は、瀬戸市陶本町から長久手市、日進市及び愛知郡東郷

町を経由して豊明市栄町元屋敷に至る幹線街路です。 

 路線の整備状況は、瀬戸市陶本町から瀬戸市幡西町までの区間は 2 車線、瀬戸市幡西町

から豊明市栄町元屋敷までの区間は 4車線で計画されており、長久手市岩作権代から豊明

市栄町元屋敷の区間は整備が完了しています。 

都市計画変更の対象となる区間の沿道は、瀬戸市山の田町の区間は工業地域、その他の

区間は市街化調整区域となっています。市街化調整区域である瀬戸市幡西町の区間では、

現道である（主）瀬戸大府東海線に対して、都市計画道路がほぼ重複する形で計画されて

います。（主）瀬戸大府東海線の沿道は、住宅や小学校などが数多く建ち並んでおり、現

計画どおり都市計画道路の整備を進めた場合、４車線道路として中央分離帯が設置される

ことから、沿道の住宅などへの出入りが片方向のみとなるなど、土地利用に大幅な制約が

生じることとなります。これら周辺土地利用に与える影響を軽減する方策として、都市計

画道路の線形を現道と重複しないよう東側に変更することで、現道を地域のための道路と

して活用し、沿道土地利用の利便性を確保します。 
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（２）上位計画との整合 

 「名古屋都市計画区域マスタープラン（2019年３月）」においては、リニア新時代に向

けた地域特性を最大限生かした対流の促進として、県内外を連携する広域幹線道路ネット

ワークの整備を促進するとしています。また、名古屋市を中心に放射状及び環状の広域幹

線道路網が形成されている現状を十分に活用し、都市拠点間の連携を強化するため、広域

幹線道路網の強化を推進するとしています。 

 また、「瀬戸市都市計画マスタープラン（平成 29年）」においても、拠点間の移動の利

便性向上及び市内中心部への交通集中による混雑緩和のため、瀬戸大府東海線等の道路整

備を推進するとしています。 

 

（３）都市計画変更の内容 

【３・３・257号瀬戸大府東海線】 

・基本諸元 

 将来交通量は、約 32,500 台/日と推計しています。道路の区分、設計速度、車線数は、

第 3種 2 級、設計速度 60km/h、4 車線の道路構造とします。 

  

凡例 

━ 変更後 ━ 現道 ━ 小学校 

━ 変更前 ━ 沿道住宅 
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〇幅員構成 

●車道部 

・中央帯・・・幅員 2.0mの中央帯を設けます。 

・車道・・・幅員 3.25mの車線を設けます。交差点部においては幅員 3.0m の付加車線を

設けます。 

・自転車通行空間・・・幅員 1.5m（路肩を含む）の自転車通行帯を設けます。 

●歩道部 

・歩道・・・幅員 3.0mの歩道を設けます。 

・路上施設帯・・・幅員 0.5m の路上施設帯を設けます。 

 

・一般部 （変更後）幅員 W=25.0m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般部 （変更前）幅員 W=25.0m 
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・交差点部 （変更後）幅員 W=28.0m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・交差点部 （変更前）幅員 W=28.0m 
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参考図:標準横断図S=1:100
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道路種別 第3種　第2級
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路線名 3・3・257 瀬戸大府東海線

項　　目 条　　件
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表　層：密粒度アスコン 　　　　　    t=3cm

路　盤：再生クラッシャーラン(RC-40) t=10cm

歩道舗装（総厚t=13cm）

基　　層：再生粗粒度アスコン　　　　　t= 5cm

上層路盤：粒度調整砕石(M-40)          t=15cm

下層路盤：再生クラッシャーラン(RC-40) t=20cm

（N6交通、設計CBR12想定）

車道舗装（総厚t=53cm）

上層路盤：瀝青安定処理                t= 8cm

表　　層：高粘度改質アスファルトⅡ型　t= 5cm
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